
ACPAは、個人がビジネスにおける職務遂行能力（ACPA が定義する職種専門分野の実務能力）
を一定の基準で習得したことを、第三者機関として証明し、「スキル認定証明書」を発行しています。
ACPAの認証を受けた講座/検定試験の修了（合格）者は、講座ごとに示されたスキル項目レベ
ルを記載した「スキル認定証明書」を取得することができます。
「スキル認定証明書」は個人が修得した実務能力を証明するものです。

「スキル認定証明書」では、成績証明書からは読み取れない、実際に身についたスキル（実務能
力）を表しています。「スキル認定証明書」を成績証明書と併せて提示することで、個人の持つスキ
ル（実務能力）を客観的に表すことができ、評価することができます。

ＡＣＰＡとは

実務能力認定機構 （ ACPA ：アクパ ） は内
閣府から認証を受けたNPO法人です。企業・
大学等教育機関・官公庁の賛同のもと、2003
年に設立され、産学官連携による新しい教育
システムと実務能力認定制度を確立し、社会
が求める人材の育成を目標とした活動を行っ
ています。

早稲田大学、（株）サーティファイ、（財）画像
情報教育振興協会（CG-ARTS協会）を初めと
した大学・教育機関の提供する約120以上の
講座・検定試験を認証し、認証講座/検定試
験を修了した個人に対し、習得スキル（実務
能力）を認定しています。

ACPAスキル認定証明書

■スキル認定証明書とは

実 務 能 力 認 定 機 構

取得スキルを表示しています。

スキルの習熟レベルについては「習熟度」
で表されています。
習熟度レベルは1～3まであります。

どの科目でスキルを習得したかがわかり、
成績（合格）証明書とあわせて確認するこ
とができます。

スキルの詳細についてはAcPASSをご覧ください。
AcPASSは、ACPA が提案する実務能力基準の情報を活用していただくためのサービスです。

AcPASSサイト：http://acpass.acpa.jp/acpass/acpass_top.php

＜証明書 イメージ＞


